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「W.O.R.L.D」は広いテーブル状の上に、キリスト像、骸骨、花のついた十字架など、作者が小品として
制作した彫刻が配置され、ヒロニムス・ボスの「快楽の園」を彫刻化したもの的になっている。「TANTRA」
は粘土で造形し、石膏像としたオーソドックスな技法の彫刻であるが、横たわった人体の口は開かれ、
本物の入れ歯が組み込まれている。鳥葬をテーマとし、鳥が数羽止まっている。死（と生）を強く意識
させる。この彫刻や、「W.O.R.L.D」の机上のキリスト像に見られる人体彫刻は、申請者の本質的な彫刻
の才能を示している。カタチ（フォルム）が魅力的なのだ。 
 提出作品３点は、それぞれ違った方向の作品である。本来の意味の「フィギュア」という概念を軸に、
申請者が自身の可能性を探っている状態でもある。その中でオーソドックスな彫刻の資質に優れたもの
を見せ、小さくまとまらず、いろいろな可能性を内包する作品となっている事を、大いに評価したい。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 論文の主題となる「フィギュアの彫刻化」は、彫刻表現における芸術の価値観と可能性について自身
のフィギュア制作体験と彫刻研究を重ねて論考したものである。木本 諒の彫刻に対する考え方は、現
代のさまざまな文化から生み出される人間像を彫刻作品として展開するために現時点におけるフィギュ
アの概念とを対等化し自身の彫刻表現と結び付けようと試みている。 
 具象彫刻の研究では、テラコッタ、石膏、ブロンズといった素材をともなった表現研究を試みた結果、
江戸末期に見せ物小屋として存在した「生人形」や明治初期に西洋彫刻を伝えたヴィンチェンゾ・ラグ
ーザの普段の人々を表現した彫刻作品の中に「フィギュア」のもつ木本が考える概念の手がかりを得る
事に成功している。人間の本質を核に置いていた彫刻の思考や造形の骨格から発生する彫刻としてのフ
ォルムについて、「フィギュア」という立体としてのあり方の提示に一般に使用される「マネキン人形」
を素材とした「FLOWER」は、鳥の剥製といった新たな空間を与える事で彫刻としての時空が確立されて
いる。この考察を通して今後の彫刻の制作において大いに反映されるものであり、より深く力強い彫刻
芸術の展開がされていくものと期待できる。 
 以上のことから、これらの研究について、本論文に示された彫刻への独自の考察と、社会性と時間性
を鑑賞者に自覚させる作品は、彫刻の可能性と表現性において充分に展開されていると評価された。 
 審査の結果、博士論文、作品ともに主査、副査全員の評価が合格と判定された。 
 
